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直 播 に お け る 作 期 幅 の 策 定

第 2報 発育モデルとメッシュ気候値により推定した直播適地
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1 は じ め に

稲作のコスト低減のため,現行の育苗―施肥―耕起一代

かき―移植体系に代わる技術として直播及び省力移植栽培

がある。秋田県では播種作業を乾田状態で行い,播種直後

湛水して水稲を栽培する「低コスト秋田方式の折衷直播栽

培Jの技術開発を進めている。直播の出芽良否は播種から

出芽までの気温が大きく影響し,栽培適地は移植栽培と比

較して制約が多い。前報
2)では直播栽培における播種期か

ら出穂期までの発育と期間中の気温の関係について検討し,

有効積算気温発育モデルの適用が可能であることを明らか

にした。ここでは,発育モデルとメッシュ気候値により,

「あきたこまち」,「でわひかり」の出穂期を推定 し,秋

田県内における直播栽培導入地帯策定の参考資料として活

用したので,その概要を報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次 :1992年～1995年

2)試験場所 :秋田農試,田畑輪換圃場 (野菜後作)
(31 供試品種 :あ きたこまち,でわひかり

に)栽培法 :①折衷直播栽培,分類上は乾田土中条播早
期湛水直播である。播種作業を乾田状態で行い播種後湛水

とする。②湛水土中直播

6)発育モデル :発育指数 (DVI)が出芽期を0,出穂
期を 1と する発育モデルを使用 した。すなわち DVI=
ΣDVR,DVR=a xlo SX(T― b), a,bをパラメー

タ,Tを 日平均気温として与え,DVIが 1に達 した日を

表 1 直播試験から決定した 1日 当たり発育速度式の
パラメータと標準誤差

注 標準誤差は出穂期の実測日数とモデルにより計算 し

た推定日数の残差 2乗和をデータ組数で割った平方
根である。

もって出穂期とするモデルである。なお,出芽期から出穂

期までの1日当たり発育速度 (DVR)式 のパラメータは

表 1の とおりである。

6)気象データ 1秋田県メッシュ平均気温を用いた。
●)出穂期及び導入地帯策定の手順
1)計算を簡便にするため,出芽期を折衷直播では 5

月20日 に設定した。湛水土中直播では出芽が安定する6月

1日 に設定した。水田メッシュごとに出芽翌日からDVI

を計算し,DVIが 1と なる日を出穂期とするデータファ
イルを作成した。

2)直播栽培の出穂期は早いほど栽培上有利である。
計算した出穂期データファイルにより出穂時期の早遅から

直播栽培導入地帯を区分した。

3 試験結果及び考察

直播栽培が導入可能か否かの判断はA～ Dのような基準

により区分した。①区分A:8月 15日 までに出穂し,秋田
県で定めた安全出穂期の範囲に納まる。したがって,気候

的に直播の安定栽培が可能と思われる場所である。②区分

B:出穂時期が8月 16日から8月 20日 の範囲にあり,概ね

安全出穂期の範囲に納まる。したがつて,気候的に直播栽

培がほぼ可能であると思われる場所である。③区分C:出

穂期時期が8月 21日から8月 25日 の範囲であり,秋田県で

定めた安全出穂期の範囲内に納まらないが,出穂晩限には

納まる。したがつて,気候的に直播栽培が可能であるが ,

年次により栽培不安定と思われる場所である。④区分D:

出穂時期が8月 26日以降と遅く,ほ とんどが出穂晩限を超

え,気候的に直播栽培に適さないと思われる場所である。

⑤区分E:1団メッシュ中の水田面積が l ha未満で対象
外とした場所である (表 2)。

折衷直播の場合,「でわひかりJで はA,Bの 栽培安定
地帯にはとんどの場所が包含された。「あきたこまちJで
はAに相当する場所はなく,県南の中央部及び沿岸部と県

中央沿岸部がBに含まれ,全県のほとんどの場所がC,D
に包含された (図 1)。

湛水土中直播の場合,「でわひかり」ではAに相当する
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表2 折衷直播及び湛水土中直播の栽培適地区分と凡
例

場所はなく,県南の中央部及び沿岸部と県中央沿岸部がB
に含まれ,ほとんどの場所がC,Dに包含された。「あき
たこまち」では県南の中央部及び沿岸部の一部と県中央沿

岸部の一部がBに含まれた他はほとんどの場所がC,Dに
包含された (図 2)。

出芽時期を早く設定した折衷方式が湛水土中方式より出

穂期が早く,栽培上有利であると考えられる。しかし,春
先の気象条件により出芽時期は必ずしも設定した時期にな

るとは限らないので,こ の点を留意する必要がある。

品種の早晩生では「あきたこまち」級よりさらに早生の

「でわひかり」級が有利であると考える。 したがって,直
播栽培品種の選定には,「でわひかり」級の早生品種を考

慮する必要があることが示唆された。

この結果は発育モデルとメッシュ気候値の平年気温によ

る推定値であり過大評価はできない。また,平成 5年のよ

うな低温年には直播栽培の気候的制約条件はさらに厳しく

なると考えられる。

発育モデルとメッシュ気候値による直播栽培導入地帯の

策定手法は栽培品種が代わった場合にも適用可能である。

しかし,土壌条件を一切考慮 していないので使用にあたっ

ては十分留意する。

4 ま と め

直播栽培は播種期から出芽期までの気象条件や土壌など

の環境条件に大きな影響を受け,栽培適地は移植栽培と比

較して制約が多い。そこで,発育モデルとメッシュ気候値
により,「あきたこまち」及び「でわひかり」の出穂期を

推定し,秋田県における直播栽培導入地帯を策定した。 こ
の結果から気候条件を考慮した直播栽培導入地帯をおおよ

そ知ることができ,直播栽培の参考資料として利用できる。
また,こ の手法は栽培法,栽培品種が代わった場合にも適

用可能であると考えられた。

引 用 文 献

1)宮川英雄,児玉 徹 1995 直播における作期幅の策
定 第 1報 播種から出穂までの発育と気温 東北農業
研究 48:73-74

¨

―

図 1 折衷直播栽培適地マップ (5月 20日 出芽)

図 2 湛水直播栽培適地マップ (6月 1日 出芽)
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